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１．保育実習Ⅱのねらい 
２年次に行われる保育実習Ⅱは、１年次における保育実習Ⅰの保育所実習で学んだことを基礎とし

て、実習への意欲、態度、知識、技術などを発展的に深化させることを目的としている。したがって、

実習の内容は、観察・参加、部分実習に加えて全日実習までをカバーしている。これらのうち、部分

実習及び全日実習では、実習生自身が指導計画の立案から諸活動の組み立てまでを作成して実習にあ

たるため、事前の準備が不可欠となる。実習生が実習園において責任を伴う実習を経験することで、

園生活をおくる乳幼児への理解や実際生活上における関わり方の学びを深めるとともに、保育におけ

る援助、指導技術の向上をはかる。 
２．今年度の保育実習Ⅱ 
（１）保育実習Ⅱ事前指導 

資格取得希望者 93名は、２年次前期からはじまる「保育実習Ⅱ事前事後指導」を受講した。事前

指導では、保育実習Ⅰの振り返りを踏まえて、保育実習Ⅱに求められる実践意欲や態度などを念頭

に置きながら、実習の目的や意義といった基本的事項の確認を徹底することに努めた。事前指導の

なかでは、数年来の懸念材料となっている｢書くこと｣に対する実習生の基礎力確認と動機づけを高

める工夫を試みた。これを踏まえて、実習園で必ず書かなければならない指導案の位置づけや実習

日誌に対する基本的心構えや書き方などを指導した。 
（２）実習の状況 

事前指導を経て、夏季休暇期間の７月～９月を中心に実習が行われた。保育実習Ⅰの振り返りが

十分にできていた実習生は、自分の実習目標に基づいた準備を的確に行い高い目的意識をもって実

習に臨んでいた。意欲の高い学生をはじめとして、実習に参加したほとんどの学生は一定の成果を

あげ、それに対する評価を得ることができた。その一方で、様々な事情により動機づけが低い状態

で実習に参加している学生も一部みられた。こうした一部の実習生に対しては、実習園から実習生

への指導や本学の実習指導体制等について厳しいご指摘、ご指導をいただくこととなった。 
（３）浮かび上がった問題点 

実習巡回の際の実習生の状況や実習園からのご指導などにより、保育実習Ⅱにおけるいくつかの

問題点が浮かび上がってきた。その主なものは、「保育実習Ⅱに求められるレベルに対する認識の甘

さ」、「専門知識の不足」、「記録をとる力の不足」、「健康管理が十分にできていない」などである。

これらに加えて、電話のかけ方、あいさつの仕方、言葉遣いなど、保育技術以前の基本的な部分の

未熟さに対する指摘も少なからずみられた。 
３．今後の課題 

保育実習Ⅱで明らかとなった諸問題に対処するためには、我々指導する側が問題点と学生の実態

を真摯に受け止めることが必要になる。とりわけ、「保育技術以前の基本的な部分の未熟さ」に関す

る問題は、１年次の保育実習、教育実習との連携・協力による対応が不可欠である。なぜなら、こ

の問題は、保育実習Ⅱだけでなく本学幼児教育学科の実習全体の問題点といえるからである。今後

保育実習Ⅱとしては、実習生が１年次の保育実習Ⅰで学んだことを生かすことができるよう、より

効果的な指導体制をつくっていきたいと考えている。 
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教育実習Ⅰを終えて 
寺下 摩耶 

  
教育実習Ⅰを終えて実際に子どもたちと触れ合ったり遊んだり、保育者の方の現場での

話や対応を見たりし講義だけでは学べないことをたくさん知ることができたと思う。また、

課題をたくさん見つけることができた実習となった。 
教育実習で一番心に残っていることは子どもに響くような言葉がけについてだ。実習が

始まったばかりの時は当たり前だがひとりひとりの子どもについてどのようなことに関心

を持っているのかなど分からず、「○○しようね。」「かっこよくできるかな。」などといっ

たどの子にもできる声かけしかすることができなかった。しかし日がたっていくにつれて、

少しずつその子どもが興味のあるもの、性格などがこうなのかもしれないと分かってきて、

具体的にカマキリに強く興味を持っている子どもには「カマキリより早くできるかな。」と

次の行動に移れるように声をかけることができた。またそのときの様子に合わせてその子

どもよりも年齢が上の子どもがいたら「お兄さん、お姉さんみたいにできるかな」と声を

かけることもできた。その声かけを行った時に、子どもが反応を示し行動をすることがで

きたときはとても嬉しかった。しかし昨日はこの声かけをしたら帰りの支度が早くできた

からと、昨日と同じ声かけをすると子どもは帰りの支度をなかなかすることができなかっ

た。その日の子どもの様子や気分によっても子どもに響く声かけというものは異なるとい

うことが分かった。しなければいけないことなどに興味を持ってもらうには、様々な声か

け、促し方を考えなければならず、ワンパターンでは良くないということを知ることがで

きた。 
実習２週目に入ると子どもたちの性格が見えてきて、「この子はこんな性格なのだ。」と

思い込んでしまって主任の先生から注意をうけた。ある程度の性格が分かったとしても、

そこでこんな性格と決め付けてはその子どもを知るということに限界ができてしまう、半

年くらい過ごしてきても初めて知る一面もあって何年も保育者としてやっていてもその子

どもの性格について全部を知ることは難しいといった内容の注意をうけた。その子を知っ

たつもりになって子どもと関わることは、子どもののびる可能性を奪ってしまうことにも

なるだろうし、保育者としての楽しみもなくなってしまうのではないかと思った。子ども

といっても人なのだからこんな人だと決め付けては差別となってしまうだろうと思った。

新しい子どもの一面を発見できたときはとても嬉しいだろうと思う。だからこそ決め付け

て小さな変化など見落としてしまうようになってしまったら新しい一面をしることができ

ないと思う。子どもの性格を分かりきったつもりになってはよくないなと知ることができ

た。 
日誌や時案など辛い、大変と思うこともあったり、睡眠時間をなかなかとることができ

なかったりもしたが子どもたちと関わるとそんなことも忘れてしまうくらい楽しかった。

学んだことや反省を次の実習や学校での講義などに生かし、保育者として現場に立ったと

きに力となるようにしたい。 
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